
 

  

【参考資料2】 「ＪシステムＥｖｏｌｕｔｉｏｎ」とは～実現に向けて～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの技術により、道路橋での活用を積極的に促進させるとともに、コンクリート吹付のり面や建築物などその他

の構造物への適用拡大を図り、更にはあらゆる産業への展開を模索します。 

 

※的中率とは、赤外線カメラによる点検の「打音検査の抽出」箇所数に占める、実構造物の「浮き・剥離」箇所数の割

合をいう。 

 

 

 

 

 

【これまでの点検⽅法】 
Ｊシステム 

計画 

現場キャリﾌﾞﾚｰｼｮﾝ装置の確認 

⾚外線調査 

調査できるかな︖ 

調査できるか 
天気予報に左右 

課題 
調査時期の 
判断が困難 

課題 

も空振りとなる 
⇒調査能⼒ 

現場待機して 

ダウン 

熱環境測定装置EM(S) 

特性から⽇射の
⾚外線カメラの 

影響の無い夜間 
調査となる 

課題 

体制構築に 
夜間調査で 

苦慮 

画像解析 

課題 

複数⼯程 
⇒時間が掛かる 

損傷の判定まで 

微⼩な温度差が 
分かる 

はく落危険性が 
3段階で分かる 

画像解析で、 
⇒リアルタイム 

【進化した点検⽅法】 
ＪシステムEvolution 

AIによる調査予報ｼｽﾃﾑ 

IoTを活⽤した当⽇の調査可否を判断 

偏光熱画像の取得技術(ﾚﾝｽﾞ＆ﾋﾞﾙﾄｲﾝ⾚外線ｶﾒﾗ) 

改善効果 
最適な調査
時期を提⽰

 

       

橋梁対象の気象データ
1kmメッシュデータ INPUT 

推定モデル 
調査可能⽇ 

よる最適⼯程で 
AI判定結果に 

⼯程管理 

改善効果 
現地に⾏かず
実施判断可能

改善効果 
①昼間できる 
②夜間も精度向上

AIによる⾃動判定機能 
蓄積データから 
変状を⾃動判定 改善効果

①内業を⼤幅削減
②技術者の技量

左右されない 

⽤BOX

センサ& 

EM（S)

通信装置

電源供給

熱環境測定装置 調査員の個⼈携

AIによる調査 

事務所PC
予報システムの 
更なる精度向上 

的中率UP 
従来Jシステム︓24% 

JシステムEvolution 
46%(昼間) 解析︓2.0倍 

調査︓1.2倍 

効率化UP 
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